
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

オーガニック SHIBATAプロジェクト 

（地方創生推進タイプ） 

≪実施内容≫ 

 

【オーガニック米産地形成】 

・実証ほの拡大、研修会の開催により、新規栽培者の獲得を図った。また、新たな担い手として、地域おこし協力隊を登

用し、オーガニック米の栽培や鳥獣害対策に取り組んだ。長岡技術科学大学と開発を進める除草ロボットに関しては、ほ

場での走行試験を実施した。その他、販路確保に向け、海外における新発田産オーガニック米の PRを実施した。 

【農産物等輸出促進及び国内販路拡大】 

・越後姫は、キャンペーンや SNSを活用した PR事業、「姫のてまり」のインパクトを活かしたスイーツの販売など、更な

る認知度向上、消費拡大を図った。また、新発田牛は、市内外のイベントへの出店や様々な雑誌等への掲載により認知度

の向上、消費拡大を図るとともに、和牛の人気が高まっているタイへのトップセールスや日本博での PR等を行った。 

・オーガニック米の販路拡大を目指し、輸出先として強化するためハワイへのトップセールスを実施した。 

【加工品、特産品製造と販路拡大】 

・市内のスーパーマーケット等と連携し、特産品、加工品を集めた「しばた大物産展」を開催し、地域経済の活性化を図

るとともに、製造事業者とバイヤーの展示会、商談会を開催することで販路拡大につなげた。また、「全国うまいもの横

丁」や友好都市等におけるイベント、大型クルーズ船の来航の機会を捉え、商品の PRと新たな販路の開拓を進めた。 

・オーガニック米を使用した商品や低糖質など健康志向の高付加価値商品の開発や、新発田産の特産品のリブランディン

グを支援することで、新たな商品を市場へ流通させる支援を行った。 

≪課題・分析≫ 

 

【オーガニック米産地形成】 

・除草の問題により、オーガニック米の新規栽培者の収量が良くなかった。除草作業の指導や除草ロボットの実用化が急

務であるが、除草ロボットの走行試験では、ほ場内を走行できなかったため、早急に改良を進めるよう大学へ働きかける。 

【農産物等輸出促進及び国内販路拡大】 

・越後姫の果肉の柔らかさから長期輸送はとても困難であるが、販路拡大のためには首都圏等への PRは必須である。 

・新発田牛のバンコクでのテストマーケティングでは、品質は高評価であったが、価格や安定供給の面で課題が残った。 

・令和 5年産米は高温少雨の影響から品質が低下してしまい、海外における新発田産米の評価の低下が懸念される。 

【加工品、特産品製造と販路拡大】 

・「しばた大物産展」については、製造事業者、小売店ともに開催継続に意欲的ではあるが、開催時期について調整が必要

である。また、「銀座・新潟情報館 THE NIIGATA 」が開館することから首都圏における販路拡大も目指していく。 

・市内での商品 PRから発展し、市外への販路拡大を目指す製造事業者が出てきていることから、市外展示会、商談会等へ

の参加に対する補助制度等の整備も検討するとともに、健康志向の高い地域での PRや更なる商品改良も必要である。 

≪今後の取組≫ 

 

【オーガニック米産地形成】 

・引き続き、実証ほにより栽培技術の確立を目指すとともに、研修会の開催等により新規栽培者の確保に努める。また、

開発を進める除草ロボットが完成するまでの間、他の除草用機械等により除草作業の支援を行う。その他、市堆肥センタ

ーの堆肥の活用に向け、畜産農家との調整を進める。 

 

【農産物等輸出促進及び国内販路拡大】 

・輸出事業に関しては、引き続き輸出事業者と連携してニーズに基づいたターゲット国へのアプローチを進めていく。 

・インバウンド誘客と絡めた米のオーナー制度事業を展開する。 

 

【加工品、特産品製造と販路拡大】 

・現代の消費者に訴求するためにリブランディングを検討する製造事業者が多いことから、開発に係る経費の支援を継続

するとともに、新たに開発した商品とあわせて PRを進めていく。 

・近隣圏域向けの「しばた大物産展」に加え、首都圏への販路拡大として「銀座・新潟情報館 THE NIIGATA 」を活用した

事業を展開していく。 



 
 

 

 

 

 

 

 

  

大倉喜八郎別邸「蔵春閣」復元・公開を契機とした～新発田の歴史・文化・食～発信プロジェクト 

（地方創生推進タイプ） 

≪実施内容≫ 

 

〇大倉喜八郎＆食文化の発信事業 

・東公園内での「プレ雑煮合戦」やフードマルシェなどの「食」を活用したイベントを開催したほか、イクネス

での大倉喜八郎に関連する企業と連携した料理教室開催など、市内外問わず広く新発田の食文化を発信した。 

・蔵春閣や周辺施設を会場とした「市民茶会」、「呈茶席」を開催し、伝統文化の発信や市内回遊を図った。 

 

〇動態保存による「蔵春閣」の積極的利活用事業 

・蔵春閣開館に合わせ、各種媒体を活用した PRや、開館記念式典・祝賀会及びイベントを開催し、蔵春閣への入

館促進、利活用促進を図った。 

・まちなか回遊を促進するため、新発田駅から新発田城までの間などに標柱を設置した。また、標柱に備え付け

た２次元コードを通じて、標柱周辺の情報を多言語文字で発信し、外国人観光客の利便性向上に取り組んだ。 

・「城下町しばたまつり」において、東公園及び周辺施設で「大倉喜八郎」や「当市の歴史・文化」を学べるスタ

ンプラリーを実施したほか、「蔵春閣」を起点とした当市の観光振興を図る PR映像を作成した。 

 

〇「蔵春閣」を核とした中心市街地活性化事業 

・蔵春閣への誘客を図るため、新潟市を中心にラッピングトレイン・バスを運行したほか、蔵春閣の周辺施設や

民間団体と連携したイベントを開催し、中心市街地の回遊を図った。 

・蔵春閣と月岡温泉を結ぶ周遊バスを運行し、月岡温泉の観光客を市街地に送客することで、蔵春閣への誘客及

び市街地の回遊促進を図った。 

 

〇大倉喜八郎スピリット～進一層～の伝承事業 

・多くの企業を創業した大実業家である大倉喜八郎の精神にあやかり、蔵春閣において新規起業を目指す方を対

象とした勉強会を開催し、創業マインドの醸成を図った。 

・大倉集古館の学芸員を講師として、大倉喜八郎をテーマとした講演会や企画展の開催や、大倉集古館、東京経

済大学が所蔵する大倉喜八郎に関連する調度品展示を行い、市民への周知啓発を図った。 

 

≪課題・分析≫ 

 

・蔵春閣への来館及び利活用を促進する各種イベントや仕組みづくりにより、目標とする入館者数、貸館件数を

大幅に上回り、蔵春閣及び周辺施設への新たな人の流れや、それに伴う経済波及効果の創出につながった。一方

で、商店街等の中心市街地への事業効果は限定的であり、面的なにぎわいの創出を図る必要がある。 

・新規来館者やリピーターの獲得に向け、継続的な誘客促進を図るとともに、効果的な観光プロモーションの手

法を検討する必要がある。 

 

≪今後の取組≫ 

 

〇大倉喜八郎＆食文化の発信事業 

・四季ごとの食を活用したイベントや料理教室 

・民間団体等と連携した食文化イベントの開催 

〇動態保存による「蔵春閣」の積極的利活用事業 

・蔵春閣を活用したアートイベントや企画展の開催 

・将来的な文化財指定を見据え、蔵春閣の移築・復元工程を記録する報告書の作成 

〇「蔵春閣」を核とした中心市街地活性化事業 

・市街地への観光ツアーの造成、来訪促進プロモーション映像の制作 

・周辺施設、民間団体等と連携したマルシェ等の開催 

〇大倉喜八郎スピリット～進一層～の伝承事業 

・創業塾等によるスタートアップの支援 

・大倉喜八郎を顕彰する展示会、講演会の開催 



 
 

  

人材・学・企業の結集「課題先進地からのデジタルイノベーション戦略」 

（地方創生推進タイプ） 

≪実施内容≫ 

・市内企業へのヒアリング等を通じて、ニーズの把握を行った。 

・ヒアリングの結果、DXに係る経費の補助を希望する声が多かったことから、新たに DXに係る補助金制度を創設し、商

工会議所を通じて市内事業者へ周知・募集し、応募のあった６社へ交付した。 

(補助金予算 2,000,000円／交付総額 1,949,000円) 

・補助金によって行われた DXの一例： 

 経理システム導入、顧客管理システム導入、生産管理システム構築、ECサイト開設 

・市内事業者が無料で利用できる「DX あれこれ相談会」を実施し、経営課題の洗い出しや課題に適したデジタルツール

の紹介など、事業者の DX のお悩みに対応した。(相談会講師は、デジタル分野に精通するキネス天王入居企業が担当し

た。) 

≪課題・分析≫ 

 

■分析 

・市内企業の DX進捗は、以下に大別できると考えている。 

①DXを進めている企業 

公的支援を待たずに必要に駆られた段階で、自力で DXを進めている。(自力で進められる人材、資金力がある) 

②DXを進められていない企業 

進められていない理由としては、人材・資金の不足や「何から始めて良いかわからない」といった状況が見られる。 

③過去、DXに着手したことがあるが、社内定着に至らなかった企業 

 過去の経験が原因で、DXに否定的になっていたり、再チャレンジ出来ないでいる。 

 

■課題 

②③の企業に DXに取り組んでもらうため、 

A.既存の DX相談会を利用してもらい、経営課題の洗い出しを行い、デジタルツールが活かせるもの・そうでないものを

整理するなど、その企業に合った、有効な・効果的な DXの形を、見出してもらう。 

B.補助金制度を継続し、DXのコストハードルを下げることで、DXに取り組む企業を増やす。 

 

■その他の問題 

・DX自体の特性・問題として、掛けたコストの回収が不透明である。 

(直接利益を生むものばかりではないため、効果が見えづらく、社内理解が進まず、合意形成が図りにくい) 

 

≪今後の取組≫ 

・DXに係る補助金制度や、DX相談会を継続することで、DXに踏み出しやすい環境をつくり、DXに取り組む企業・事業

者を増やしていく。 

 

・キネス天王入居企業とも連携し、DXに取り組む事業者の伴走支援を行う。 



 
 

大倉喜八郎スピリッツ「進一層」で挑む、新発田駅前エリア活性化プロジェクト 

（企業版ふるさと納税） 

≪実施内容≫ 

 

〇蔵春閣開館後の誘客促進、駅前エリアの賑わい創出 

大倉喜八郎生誕祭「閣びらき」の企画運営（日時：令和 5年 10月 22日 会場：蔵春閣、東公園） 

蔵春閣への誘客、利活用促進に向け、まちづくり団体と連携して、マルシェ、講演会、音楽演奏会、プロジェクションマ

ッピングなど、施設の活用事例を示す複合型のイベントを開催し、約 2,000人の来場があった。（うち、蔵春閣入館者は

540人） 

若者世代（20代～40代）の来場が多く、蔵春閣や大倉喜八郎を知ってもらう機会を創出し、好評であった。 

〇情報発信・PR事業 

令和 6年 2月・3月にターゲットとするエリアや年齢層に対して、発信方法を区別しながら蔵春閣への誘客促進を図った。 

・圏域内 

多くのフォロワーを有する地域情報ウェブサイトにおいて、インフルエンサーによるブログ形式で情報を発信（記事閲覧

件数：23,854件） 

・圏域外（上中越、福島県、山形県の 25歳～49歳） 

主な Web広告である「SmartNews」広告、（8,906クリック）「LINE」広告（6,620クリック）を活用した情報発信 

≪課題・分析≫ 

 

〇蔵春閣開館後の誘客促進、駅前エリアの賑わい創出 

「閣びらき」では、蔵春閣及び近隣施設における賑わいを創出することができた。一方で、市全体の観光入込客数は回復傾

向にあるものの、コロナ禍前の水準まで至らなかったため、今後は、周辺施設や複数のまちづくり団体と連携して賑わいの

エリアを駅前エリアから市街地全体へ拡大させ、また月岡温泉との送客も図りながら、面的なにぎわい創出に向けた取組を

進める必要がある。 

〇情報発信・PR事業 

蔵春閣の入込は目標を大きく上回ったものの、その多くは市内や近隣からの年齢層の高い方々であったことから、引き続き

ターゲットを絞った Web広告やインフルエンサーを活用し、新たな来館者・リピーターを獲得する取組が必要である。 

≪今後の取組≫ 

 

・「閣びらき」を周辺の複数イベントと連携させて開催することで、個性あふれる各イベントとの相乗効果により、賑わいを

駅前エリアから商店街まで広げるとともに、まちづくりに取り組む団体とのつながりを構築する。 

・まちづくり団体や市内小学校と連携し、大倉喜八郎について学ぶ取組を行い、「大倉喜八郎」及び「蔵春閣」の市民認知度

向上を図るとともに、喜八郎スピリットを伝承し、将来の起業家や地域の担い手育成につなげる。 

  



 

「公共交通」×「起業・創業支援」×「まちの顔づくり事業」で繋ぐ新発田市地域活性化プロジェクト 

（企業版ふるさと納税） 

≪実施内容≫ 

 

〇公共交通の充実 

・市街地循環バスについて、市民の移動ニーズに応え平日のみ運行していた外回りの１便を毎日運行に切り替え、それに

伴い、土曜・日曜日、祝日の始発時刻を約１時間早めた。また、JRとの乗り換えの利便性向上のためダイヤ改正を行

った。 

〇起業・創業支援の充実 

・新規起業者は増加傾向にあり、新規創業支援事業で２４件（うち、中心市街地６件）の助成を行った。 

（参考：令和４年度１３件、令和３年度１２件） 

〇中心商店街周辺のにぎわい・活性化 

・まちなみ環境整備事業に基づく「水のみち構想」の一環として、市街地に市民の憩いの場となる「新発田川親水広場」

を整備した。 

・新発田の銘品、逸品を集めた物産展をヨリネスしばた札ノ辻広場で開催し、中心市街地のにぎわい創出を図った。 

≪課題・分析≫ 

 

〇公共交通の充実 

・市街地の変化に対応するため、住宅地や商業地の開発状況、市民の移動ニーズを踏まえながら、適宜、市街地循環バス

の運行方法について見直しを検討する必要がある。特に、運転手不足により増員を伴う路線の新設や変更は難しい状況

であり、新たな運行手法や事業者を検討する必要がある。 

〇起業・創業支援の充実 

・起業者は増加傾向にあるが、中心市街地での起業が少ないため、中心市街地での起業へとつながる取組が必要である。 

〇中心商店街周辺のにぎわい・活性化 

・民間のエリアマネジメント団体やまちづくり団体が積極的な事業展開（空き地を活用した賑わい創出イベント、空き店

舗調査、空き店舗の軽修繕による新規創業者とのマッチング等）を進めているため、事業計画等を把握し、市として必

要な伴走支援を行う必要がある。 

≪今後の取組≫ 

 

〇公共交通の充実 

・市街地循環バスについて、令和６年度に一部運行ルートを変更し新栄町商業地域付近に新たなバス停を新設することで

利便性の向上を図る予定。これまで公共交通バス運行の空白エリアとして課題となっていた新発田駅東及び西新発田駅

西エリアをカバーする新たな路線の検討を行う。また、運行ダイヤやルートの見直しなどの検討を継続していく。 

〇起業・創業支援の充実 

・中心市街地での起業者増に向け、スタートアップに係る経費補助のほか、エリアマネジメント団体等と連携した空き店

舗とのマッチングやリノベーション事業に取り組む。 

〇中心商店街周辺のにぎわい・活性化 

・遊休地や空き店舗の利活用を促進するための補助制度を整備し、エリアマネジメント団体等と連携して、にぎわい創出

と出店を図り、エリアの価値向上を目指していく。 

 


